
丸亀市農業委員会農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（最終公表：5月1日現在）

【推薦の状況】（届出順）

団体・法
人の名称

代表者等
の氏名

目的
構成
員数
等

代表者の
氏名

年
齢

性
別

職業 推薦理由

1 喜来　聖則 男 83 農業 推薦

会社を退職後、農業大
学校に入学。
卒業後、就農。
農地利用最適化推進委
員就任。

耕作面積35a
米

岡
田
東
西

無
丸亀市綾
歌町土地
改良区

土岐 邦彦
農業生産基
盤の整備

1,801

貸し手、借り手の調整
役として奔走するなど
農地利用最適化推進委
員として適切に業務を
行える人材。

2 髙畠　昭則 男 70 農業 推薦

高校卒業後、兼業農家
として農業に従事。
会社を退職後、専業農
家。

耕作面積55a
郡
家

無

丸亀市土
地改良区
郡家町大
池宮池支
部

行成 介志
農業生産基
盤の整備

105

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

3 一本松　学 男 62 農業 推薦

会社勤務の傍ら親の営
む農業に従事。
退職後、専業農家。
丸亀市農地利用最適化
推進委員に就任。

耕作面積
45.1a
米

城
南

無

丸亀市土
地改良区
田村池太
井池支部

丹田 博
農業生産基
盤の整備

218

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

4 中川　懸詞 男 70 農業 推薦 会社を退職後、就農。
耕作面積51a
米

城
坤

無
丸亀市土
地改良区
中津支部

中川 懸詞
農業生産基
盤の整備

93

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

5 藤本　修二 男 64 農業 推薦

会社勤務の傍ら農業に
従事。
会社を退職後、専業農
家。
飯野町中川原水利組合
長、丸亀市土地改良区
飯野支部役員に就任。

耕作面積36a
米

飯
野

無
丸亀市土
地改良区
飯野支部

山口 好則
農業生産基
盤の整備

447

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

受
付
番
号

被推薦者（推薦を受けた者） 推薦者（推薦をする者）

氏名
年
齢

性
別

職業 申込 経歴
農業経営の

状況

推
薦
区
域

農業
委員
への
推薦
状況

団体・法人 個人（5人以上の推薦）
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6 葛原　光男 男 70 農業 推薦
会社を退職後、就農。
飯野町池の下水利組合
長に就任。

耕作面積20a
米、野菜

飯
野

無
丸亀市土
地改良区
飯野支部

山口 好則
農業生産基
盤の整備

447

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

7 平尾　静則 男 77 無職 推薦

公務員として勤務しな
がら親の営む農業に従
事。
退職後、家庭菜園を営
む。

耕作面積5a
野菜

法
軍
寺

無 大北 卓二 70 男 無職

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

8 山本　清秀 男 75 農業 推薦

会社勤務の傍ら親の営
む農業に従事。
退職後、専業農家。
農事組合法人を設立。
農地利用最適化推進委
員就任。

耕作面積
131a
米、果樹、
麦

栗
熊

無
堤池水利
組合

新居 勉
農業生産基
盤の整備

110

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

9 山下　周三 男 69 農業 推薦
会社勤務の傍ら兼業で
農業に従事。
退職後、専業農家。

耕作面積15a
米、野菜

城
坤

無 村井 久 79 男 農業

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

10 元木　繁雄 男 73 農業 推薦

会社勤務の傍ら親の営
む農業に従事。
退職後、専業農家。
農地利用最適化推進委
員就任。

耕作面積39a
米

城
坤

無

丸亀市土
地改良区
先代池支
部

都築 右典
農業生産基
盤の整備

185

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。
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11 新居　勉 男 73 農業 推薦

公務員として勤務の傍
ら親の営む農業に従
事。
退職後、専業農家。
農地利用最適化推進委
員就任。

耕作面積
200a
米

栗
熊

無
定連下池
水利組合

山本 清秀
農業生産基
盤の整備

52

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

12 大西　貴久 男 41 農業 推薦
農業法人にて就農。
法人を退職後、専業農
家。

耕作面積
810a
野菜

城
南

無 久保 丈夫 79 男 農業

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

13 窪田　隆 男 68 農業 推薦

会社勤務の傍ら親の営
む農業に従事。
会社を退職後、専業農
家。

耕作面積90a
米、野菜

郡
家

無

丸亀市土
地改良区
宝憧寺池
支部

白川 達夫
農業生産基
盤の整備

295

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

14 椎田　章弘 男 72 農業 推薦 会社を退職後、就農。
耕作面積34a
米

岡
田
東
西

無
丸亀市綾
歌町土地
改良区

土岐 邦彦
農業生産基
盤の整備

1,801

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

15 岡原　正行 男 74 農業 推薦
会社勤務の傍ら親の営
む農業に従事。
退職後、専業農家。

耕作面積50a
米、自家用
野菜

岡
田
上
下

無
丸亀市綾
歌町土地
改良区

土岐 邦彦
農業生産基
盤の整備

1,801

積極的に農業生産を担
い、研究熱心なことか
ら、農地利用最適化推
進委員として適切に業
務を行うことができ
る。
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16 大林　利広 男 68 農業 推薦
会社勤務の傍ら農業に
従事。
退職後、専業農家。

耕作面積
220a
米、麦、野
菜

岡
田
上
下

無
丸亀市綾
歌町土地
改良区

土岐 邦彦
農業生産基
盤の整備

1,801

自ら担い手として地域
の耕作放棄地の受皿と
なり、積極的に農業生
産を担っていることか
ら、農地利用最適化推
進委員として適切に業
務を行うことができ
る。

17 山﨑　弘一 男 70 農業 推薦
会社勤務の傍ら親の営
む農業に従事。
退職後、専業農家。

耕作面積
273a
米

西
坂
元

無
丸亀市飯
山町土地
改良区

建石 照夫
農業生産基
盤の整備

1,039

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

18 濱田　貴行 男 39 農業 推薦
農業法人を立ち上げ就
農。

耕作面積
350a
米、野菜

川
西

無
丸亀市土
地改良区
道池支部

倉井 秀司
農業生産基
盤の整備

170

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

19 守家　祥司 男 67 無職 推薦
退職後、就農。
農地利用最適化推進委
員に就任。

耕作面積4a
自家用野菜

川
西

無

川西地区
地域づく
り推進協
議会

岩﨑 正朔

心ふれあう
住みよい豊
かな町を推
進する

165

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

20 古竹　義弘 男 73 農業 推薦

公務員として勤務の傍
ら農業に従事。
退職後、専業農家。
農地利用最適化推進委
員就任。

耕作面積30a
米、野菜

法
軍
寺

無
大窪池土
地改良区

真鍋 順穂
農業生産基
盤の整備

463

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。
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【推薦の状況】（届出順）
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21 長尾　佳生 男 64
団体
職員

推薦
農事組合法人の構成員
として農業に従事。
同法人の理事に就任。

耕作面積
1,080a
米、麦

法
軍
寺

無
農事組合
法人安川

久米井 直樹

地域の農地
を守り維持
管理を行
い、農村の
活力低下を
防ぐ

24

農事組合法人安川の構
成員であり、農業委員
会業務を適切に行うこ
とができる。

22 立石　義照 男 73 農業 推薦
会社勤務の傍ら兼業農
家として就農。
退職後、専業農家。

耕作面積56a
米、果樹、
野菜

東
坂
元

無
丸亀市飯
山町土地
改良区

建石 照夫
農業生産基
盤の整備

1,039

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

23 田中　稔 男 68 農業 推薦 会社を退職後、就農。
耕作面積21a
米

土
器

無
西村水利
組合

高木 正之
農業生産基
盤の整備

124

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

24 宮家　光生 男 74 農業 推薦
会社勤務の傍ら農業に
従事。
退職後、専業農家。

耕作面積92a
米

西
坂
元

無
大窪池土
地改良区

真鍋 順穂
農業生産基
盤の整備

463

農業に関して識見を有
し農業委員会業務を適
切に行うことができ
る。

25 増田 須見子 女 78 無職 推薦
大学卒業後、会社勤
務。

―
富
熊

無
西沖中自
治会

高岡 寛

地域コミュ
ニティの活
性化及び生
活向上、安
否確認を目
的とする。

12

地区の役員もしてお
り、農業委員会業務を
適切に行うことができ
る。
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丸亀市農業委員会農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（最終公表：5月1日現在）

【応募の状況】（受付順）

1 津村　英樹 62 男 農業
会社勤務の傍ら、親の営む農業に従
事。
退職後、専業農家。

耕作面積30a
米、花

富熊 無

近年、農業が直面する課題に農業従事者の
高齢化、新規就農者の減少があげられる。
また、それに伴い遊休農地の増加も懸念さ
れており深刻な問題となっている。
私たちの生活に必要不可欠な農業の問題を
解決すべく取り組み、地域農業の維持と次
の世代に繋いでいく手助けがしたい。

2 岡崎　勝彦 74 男 農業
会社勤務の傍ら親の営む農業に従事。
会社を退職後、専業農家。

耕作面積1,000a
米、麦

垂水 無

今まで長年にわたり農地の荒廃を防ぎながら
安定した農業の継続に努めてきた。農業を取り
巻く環境は厳しさを増しているが、地元農業者
の模範となるような営農を心がけ、若い世代に
指導や助言を行いながら地域全体で農業を支
えていきたい。

3 瀧口　清司 60 男 会社員
会社勤務の傍ら親の営む農業に従事。
ＪＡ青壮年部に加入。

耕作面積90a
米

垂水 無

近年、周辺の地域では就農者の高齢化に伴
う作業人員不足や、機械・肥料及び燃料の
高騰により耕作放棄地が多く見られるよう
になった。今年退職予定のため、退職後は
認定農業者の取得と、営農の規模拡大を
図っていきたい。

4 田羅間　勲 75 男 農業
会社勤務の傍ら農業に従事。
退職後、専業農家。
農地利用最適化推進委員就任。

耕作面積26a
米、野菜

土器 無

農業従事者の高齢化や、農機具の取替に伴
い農家の廃業が増えている。今後も増え続
けるであろう遊休農地に対して、地区の環
境保全や防災対策の面からも農地所有者に
農地の管理・維持の必要性を説明し、共に
問題解決に努めていきたい。

5 山本　敏一 67 男 農業
会社を退職後、就農。
農地利用最適化推進委員就任。

耕作面積256a
果樹、野菜

東坂元 無

農業経験を活かし、行政と地域の現場を繋ぐ
パイプ役となり農家の意見を農地利用の最適
化対策に反映させたい。農地法に基づく農地
売買や転用の知識習得、遊休農地対策などの
実務にもとりくみたい。

農業経営
の状況

応募
区域

農業
委員
への
応募
状況

応募理由
受付
番号

氏名 年齢 性別 職業 経歴
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